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要　　旨

　症例は騒歳，女性．26歳時に輪血によりC璽肝炎に罹患し，48歳蒔に慢性腎不窯により透

析導入となった．2013年認捲，撫液透析後に腹痛が康現し，腹部（汀検査で小腸腸間膜への穿

通所見を認めたため緊急手術を行った．懸腸と腐鑓腸闇膜の腫脹がみられ，團腸部分切除術を

施行した，回腸粘膜に陥入したpr総戯h欝堰h限¢絵禦（踵P）を認め，汀Pによる圃腸穿通と

診断した．術渤腹部㏄検査を再検討すると苫Pに特徴的な陰影が描出されていた，PTP誤飲

は自覚していない場督が多く診断は困難であるが，消化ぎ穿遁・穿孔の一灘となることを念頭

に置き，謹u櫨砧磁ectぱCT検査による詳細な画像検討を行うことが薫要である、

キーワード　描詩sth醗幽提遠age（rTP），1璽脇消化管穿通，透析

緒 言

　Pr器s斑蜘辿提ck岨eば聖勤は1960年代か

ら登場し，現在最も広く謬及している薬品包装形

態である1）．しかし，蕩齢者を申心に班P誤飲に

よる消化管穿通・穿孔の報告が散見され問題とな

っている．今懸，m司止酷鎗ctor　CT（MDCT）検

査で斑蜘埠e説聴に診断町能であった肝硬変合

併透析患者に発症したドrp誤飲による回腸穿通

の1例を経験したので報告する．

症 例

症例：54歳女性．
主　訴：腹痛．

家族歴1祖父が胆管癌，祖母が肝癌．
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　既往歴：腎魔管性高血圧により，20歳時に左腎

摘出，26歳時に来動脈一右腎動脈バイパス術が施

行され，その際の輸血によりC型肝炎を発症し

た．晶歳時に脾臓摘鐵術が施行された．48歳蒔に

慢性腎不全に対して灘液透析導入となり，一一時は

腹膜透析も併用していた．

　現病歴：⑳欝年U月から血液透析後の微熱が

遷延していた．2挺3年斑月，橋腋透析後に腹痛

が出現したため，当院内科に入院した．翌日も腹

痛が持続するため腹部α検査を施行したとこ

ろ，小腸腸閲膜灘への消化管穿通が疑われ，当科

に紹介となった、

　入院時現症：身長且6cm，体重3息7　kg，血烹

1願〆甜m㎡Hg，体温37．⑪℃．眼瞼結膜，鰻球結膜

に貧血，黄痘を認めなかった．腹部はやや膨満し，

左下腹部中心に限局性の圧痛を認めた．

　入院時血液検査所見：Wl3C　5，59⑪／μ1，　CRP　O．54

m訂dlと炎症断見はなく，その他に特記すべき異

常検査値を認めなかった．

　術前腹部CT検査所見：肝表面に不整があり，

腹腔内には腹水を認めた．小腸腸間膜を中心に

雄を認めた（図D．

　以上の所見より，小腸腸閲膜側への消化管穿通

と診断し，緊急手術の方針とした．

　手術所見1腹腔内全体に炎症性の腹水を認め

た．翻盲弁から口側30cmの回腸に約3⑪cmにわ

たる腸闘膜の腫脹を認めた，腫脹した腸閲膜を含

めた翻腸部静切除衛を施行，再建は端々吻沓を行

った．

　切除標本所見：線維性組織により回腸は被嚢化

　　　　　　　図1　術前腹離CT検査所見
小腸腸闇膜への遊離ガス像（矢印）と腹水貯留（矢頭） を認める．
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　　　　　　図鰭　切除標本所見

A　鰯易壁内に陥入したprpを認める（矢印）．

B：開部で腸濁膜側へ向かう穿通を認める．

虹？
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　　　　　　　　　　　　　　図3腹部α検査再読影所見

A：横断像では，闇鑓がi卵畿舗惨で中心部はhiぱden曲yとなる円形陰影（矢印）を認める．

諮：冠状断像では，長方形状の陰影｛矢印）を認める，
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され，内部で腸管が蛇腹状にたたまれていた．標本

中央部に異物を認め（図2A端間灘へ1茎3㎜

大の穿通部を認め，異物は1．8×1．5cm大のPIT

であった（図2B＞．

　術後経過：Methicillin－resistant　Staphylococ－

cus　aureusによる腹腔内感染を認めたが，保存的

治療で改善し術後32病日に退院となった．

　腹部CT検査再読影所見1横断像では，周囲が

low　densityで中心部はhigh　densityとなる円形陰

影を小腸内に認めた（図3A＞．冠状断像では長方

形状の異物としてprpが描出されていた（図3B）．

考 察

　prpは簡便性や耐久性などに優れており，現

在，我が国では最も広く普及している薬剤包装形

態である1）．しかし，高齢者を中心にprp誤飲に

よる消化管穿通・穿孔の報告が散見され問題とな

っている．

　一般にprpは辺縁が鋭利で，誤飲すると食道

の生理的狭窄部位に停滞し，嚥下困難や胸痛など

の自覚症状が出現しやすい．そのため誤飲例の約

90％は食道異物として発見されると言われ2），内

視鏡的に治療されることが多い．小腸に到達した

場合でもその多くが自然排出され3），外科治療が

行われることは稀である．医学中央雑誌で1983

年から2014年まで，prp誤飲による小腸穿通・

穿孔症例を検索したところ，自験例を含め（会議

録を除く）42例の報告があった（表1）1）－41）．年

齢中央値は80歳（範囲：40－97歳）で，女性が

多かった．空腸が9例，回腸が33例であり，回腸

では回腸末端から口側50cm以内に多く発症す

ると報告されている2⑪）．また，開腹手術後や放射

線治療後の腸管では癒着や狭窄が起きやすく

prpが長く停滞し穿孔を起こす原因になると考

えられている11），自験例も回腸で穿通しており，

摘出標本は小腸が線維性組織により被嚢化され，

内部で腸管が癒着していた．開腹歴があることに

加え，腹膜透析による影響でprpによる腸管損

傷が発生しやすい状況であったと考えられる．

　prp誤飲は自覚がない場合が多く，報告例をま

とめると，誤飲の認識があった症例は17％であ

った，prpはx線透過性であり単純X線写真に

写らないことから，㏄検査による画像診断が最

も重要とされる．米沢ら1）はCT画像所見におけ

るprp陰影像を詳細に検討しており，①シート

部が描出される線状影，②円周状にドームが描出

される横断影③ドーム部がドーム状・角丸長方

形状に描出される縦断影の3つに分類している，

我々が検索した症例のうち，術前確定診断がなさ

れていた症例はCT検査施行症例の26％であっ

た．診断時に誤飲の情報があった場合は83％の

症例で確定診断がついていたが，情報が無い場合

は14％の診断率であった．しかし，術前診断が不

可能であった症例の32％はretrospec6veには画

像診断が可能であった．

　rTP誤飲について患者側からの情報収集が困

難であること，prpのCT所見が一般的でないこ

表lprpによる小腸穿通・穿孔42例の集計

空腸9例 回腸33例

年齢中央値（範囲）

性別　男／女

誤飲の認識　有／無

開腹歴　有1無

術前CT検査施行　有／無

術前のPTP確定診断　有／無

82　（57－97）　歳

　　　3／6

　　　1／8

　　　3／6

　　　6／3

　　　〃8

79（40－92）歳

　　13／20

　　6／27

　　20／13

　　28／5

　　8／25
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と，消化管穿通・穿孔という緊急時に診断をしな

ければならない点などが，術前確定診断に至る症

例が少ない原因と考えられる，近年はMD（汀検

査が診断に有用であるといわれており42），本症例

でも術後にCT画像をmuld－planar　r㏄onstruc－

tion像を含めて再検討すると，　prpによる特徴的

な陰影として，横断影（図3A）と縦断影（図3B）

を小腸内に確認することができた，MDCT検査が

一般的となった現在，消化管穿通・穿孔の原因と

してprpを考慮して読影にあたることが重要で

あると考える．

結 語

　肝硬変合併透析患者に発症したprp誤飲によ

る回腸穿通の1例を経験した．MDcr検査が

prp検出に有用とされており，prpのCT検査所

見を念頭に置いた画像診断が重要である．
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